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1.はじ めに 

ICP-MS は、 1 ppt～1 ppm の幅広いレンジで多元素一斉分析が可能であり 、医薬分野や材料分野など多

岐にわたって利用さ れる 。 筆者は昨年度よ り 本装置の依頼分析なら びに保守管理を担当し ており 、 引継

ぎを踏ま えた本装置の特性を把握する ため、 プラ ズマの点灯状況およ びメ モリ ー効果に関する 検討を行

った。 ま た、 測定を行う 上で発生し たト ラ ブルについて報告する 。  

2.発表内容 

(1) プラ ズマ点灯試行回数 

 点灯試行回数は日によ って変わり 、 回数が増える ほど測定開始時間が遅れ、 依頼者を待たせる 場面が

あった。 測定開始時における 室内の温湿度なら びにプラ ズマの点灯試行回数を集計し たと こ ろ、 湿度を

40％切る と 試行回数が減少傾向と なった。 特に、 室内の湿度が 15％を切った 12 月では、 点灯試行 2 回

以内で点灯し 、 ス ムーズな分析準備を行う こ と ができ た。 湿度 40％を基準と し 、 超えていれば点灯試行

前に He ガス パージ等を実施し 、 装置内の湿気を除去し てから 点灯試行へ移る こ と で、 よ り 効率的な測

定準備ができ る と 考える 。  

(2) メ モリ ー効果 

本装置はサンプル間の洗浄時間を一律に変更する 仕様と なっている 。 そのため、 現在の装置状況にお

ける 、 濃度の異なる 溶液に対する メ モリ ー効果を把握する 必要がある 。 1% 硝酸酸性と し た標準溶液

XSTC-13 を用い、 10 ppb、 100 ppb なら びに 500 ppb それぞれの測定直後に洗浄液（ 1% 硝酸酸性の超純

水） をサンプルと し て測定し 、 検出強度を確認し た。 500 ppb 溶液測定直後における 洗浄液では、 測定し

た 19 元素すべてにおいて 1 ppb 相当の強度が確認さ れた。一方、100 ppb 溶液の測定直後の洗浄液では、

Se を除き 、 0.1 ppb を超える 強度は検出さ れなかった。 500 ppb 以上の濃度を上限と する 場合、 現在の洗

浄設定時間である 30 秒では十分なリ フレ ッ シュ ができ ていないこ と を確認し た。 標準溶液測定後に洗

浄液を流し たう えでサンプルの測定に移る こ と で、 メ モリ ー効果によ る 影響を低減でき る 。 発表では元

素をピッ ク アッ プし てメ モリ ー効果を考察する 。  

(3) ト ラ ブル 

導入系のト ラ ブルが頻発し 、 感度不良なら びにネブラ イ ザーの目詰ま り に悩ま さ れた。 PFA 製ネブ

ラ イ ザーでは詰ま り によ る チュ ーブ接続部の水漏れが発生し 、 測定を中断し てネブラ イ ザーを洗浄する

こ と があった。 そのほか、 測定で見舞われたト ラ ブルについて紹介する 。  

3.ま と め 

 点灯試行回数を調べ、 準備効率化の指標の一つと し て湿度を把握する こ と ができ た。 メ モリ ー効果の

検討では、 19 元素における 装置への残留を評価し た。 メ モリ ー効果が高いと さ れる B や Hg などについ

て引き 続き 調査を行い、 本装置における 最適な洗浄条件を検討し たい。  
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